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6．太邦産 Choaneρhora 屬菌に關する研究

　　廣島大工 學部醸釁　　長西廣輔○川上　襄

　廣島市 近郊 に於 て 分離 した Ch．cvecurbitar “m 及び

Ch．　inf” nd 　ibuttTe　ra の 無性生 殖 器官 ， 同種間及 び異櫨

間 の 有性生殖 反賑に 就 い て 得られ た鄭見 を報告 した．

7．本邦産 Blakestea屬菌に關する研究

　　戡 島大エ 學部醸酵 　0 長西廣輔 ， 川上 　襄

Bl・trisPora 及びそ¢）
一

變毬 と思われ る菌株 を分離

した の で それ らの 無性生殖器官及 び有性生 殖 反隱 に 就

て得られ た結果 を報告 した ．

　8．乳酸菌の 保存に關す る研究

　　 ピ ォ フ J ．ル ・ミ ン 製藥 KKl

　　　　　　　　　　濱 田小彌太 O 山崎順一一郎

　HARTSELL （1953）は 各種細菌 を パ ラ 7 イ ン 油に 懸

濁 させ て 長期問保存 させ えたと報 じて い るが ， 北原氏

分離の StrePta（；accus 　 faecatisの 系 1乳 酸 菌を上 の

よ 5な鑛物油ならび に 各毬動植物油 お よび その 加工 油

中に 常澀保存 した と こ ろ ，
ワ セ リ V

、 洗動 ペ ラ フ イ ン ，

豚脂 ， 大豆油，落花生油な どで は 1年以 上生＃した が

ラ ノ リ ン ，バ ダ ー，肝 油な どで ほ 約1 ケ 月 で あ う た．

つ ぎに 凍結乾燥に よ る菌株保存 基 は も構や 常識的であ

るが ， こ の 際各種物質に て 上 寵菌體 を Coating の 上

乾燥 し 2 ケ 年奠蹇 常 澀 保 存 した と こ ろ ，
ペ プ トン ， 肉

汁 ， 蠶蛹汁が もつ と も保謹 効果 よ く，ぜ ラ チ ン ， トラ

ガ ン トゴ ム ・ 澱粉 は これ につ い だ．蒸溜水 の 湯合に は

凍結乾燥間 の 菌死灘 は わる か つ た が ， それ以 後あ生

存牽は きわ め て よ か つ た．

　9．醤油の 湧き酵毋に就いて （第 5報 ， 第 6報）

　　胞子 形 咸試臉 ， 震膜形 成瞬瞼，糖 類 醗酵性試強

　　 （癩遣）及び 分類 並 びに 考嶷

　　野 田産業科學研 究所　 茂木 正利 Q 大西　博

　前報迄 に報告した菌學的譜 性質に加えて特 に 分類上

重要 と考えられ る胞子の 生釐性 ， 蓬膜性，メ リ ビ 才 一

ス 醸騨性等 に 就 き尚一
贋の 檢討を行つ た．X い で SS株

の 分離酵 母の 分類を行 っ た が 胞子の 生産 を認 め た もの

工3株で 他は 胞 予の 生 産 を認 め なか つ た．そ の 中に は 2

細枹が接 合す る けれ ど も胞 子 の 生蓙を認 め る に 到 らな

い もの もあ り， 細抱 の 形態 を も考慮して 4 群 に 大別 し

た，’恥ODDER は 酵母の 新分類 法 に おい て Zygosdcc −

haromycesは Saccharemyces の 1ife　 cycle の 1 っ

の 相を示す に過ぎヂ Sexuat　 reproduct 丘on め type

に 根本的な差異は ない もの として 兩 者 を 區別 しない 方

式を探用して い る．著者等 は その 理 論的根據を詔 め乍

らも所謂 OsmoPhilic 　yeasls 中に は Zygos α‘charo 爵

myces が 多 い と言 5事賓 を考慮して これ らが Hap1 −

oid 　phaSe の 状態 で 存 在 す る こ とに澤意 を拂 い 胞子 を

生琵す る もの は Zygosaccharamyctis とした．胞子の

生蓙 を認 め ない 岻の は Zygosacchaプom ）tces ，
　 S σσ〇

−

haromyces の 各 無 胞 子 型 及 び Torulap 已isに分つ た．

瓢 産膜酵毋菌に關ナ る研究 （緝綴 ）

　　小玉 醸遣 KK 　 　 小 玉 健 吉

　第 1報 に 引 績き新 た に 分 離 し た 有胞 子性産膜酵母菌

中 Pichiaに 屬す る もの 數十株 に就い て の菌學的性質

を報告 し た． 特に LODDER が T 血e　yeaSt　 a 　taxo −

nomlc 　gtudy に於 て Pichia　memb 「anefaciens 　HA 鴨

NSEN と一括固定 され た菌種 も，胞 子 の 形状 ， 發育及

び胞 子形成の 最高温魔等 に 依つ て 明らか に 數變型 に分

類 され るぺ きもの と認 め た．

11．Eremotheciesm 　tzshbyii の 胞予 の 發芽

　　 につ い て （第螺 D

　　わか もと製藥KK 』
　 箕 浦 久 兵 衛

　 さ きに 該菌 の 胞子の 發 芽促進條件 に つ い て 報告 した

が ， い ずれ も胚芽寒天斜面上の 胞子 に つ い て 彳予つ た實

驗精果 で あつ て大量慮理 に は不 適當 で あつ た．その 後

タ ン ク培養に 曚用する 目的 で振盪培養に よつ て 得た 胞

子 の 葮芽促進條件 に つ い て 試驗した と こ ろ ， 幼若胞子

で もか な り高濃度の H20a で短時間處理す る こ とに

よつ て 著 し く發芽が 促進 され る こ とを知つ た ．さ らに

發芽培地ならび に胞子形成培地 に つ い て の 簧驗結東を

報告 した．

12．週
「

ansenuta 　anomota の 1株によるグ

　　ル ヨ ース の逋應的醗酵 （緩齦） ．

　　阪大工 學部醸酵　　　照井堯造Q 岡田弘輔

　 さきに （T     oI．　Rep ．Osaka 　Univ ．4，181， 1954）

H ．anomola の 1株 に つ い て グ ル コ 尸ス の 適懸的醪酵

ウ認 め ， 適應過程 に お い て Pyruvic　carboxylase の ．

生蓬を確 認 し たが ，今回 は 未適應菌 よ り抽出 した酵素

系 が ，
グ ル コ ース を ATP 添 下 の もと に g．；ス テ ル 化す

るこ と．Harden−N「onng エ ス テ ル よ り Pyruvate を

つ くる こ と等 を證 明 し，Pyruvic　earboxylase の 生産

が 酵素適應の 主體 を なす こ とを 再確 認す る と共 に ， チ
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V 一ゼ 系中 の 他の 酵素に つ い て 2 ， 3の 檢討を加えた

結果 に つ い て逋べ た．

15．Saca加 romyces 　7りuxii における簾糖

　　蠍酵性の 檢討 （續報 ）

　　阪大工 學部囃 　　　　照井堯造○佐瀬　勝

　前回 （農化大會1954年 4 月⊃は ， 蔗糖醸酵性 が問題

となつ て い る S．rouxii の 適懸的蔗糖醸醒を麦 配す る

榮養因子 の
一

つ と して ア ス パ ラ ギ ン 酸 の 重婆性 を指摘

した が ， 今回は適懸に お ける培地組成 に 2 ，
3 の 檢討

を加え ，
ア ス パ ラ ギ ン 酸 rich で ある事 の 他 に普通 の

酵母用合成培地 に 含有 され る よ り も遙 か に多量 の ビ オ

チ ン が 適憑 の た め に 要求 され る事 を認 めた．これ 等 有

効因 子 の 代替性や他の ア ミ ノ 酸及び 生長素 の 關係 に つ

い て も檢討 した 黼果 を報告 し た．

14．徽胞子の代謝生理 （績報 ）

　　阪大工墨部醗酵　　　 照井堯造 0 斃月　務

　さきに 麹菌胞 子 の 發芽 と呼吸力及び呼吸 卒 との 關係

に つ い て 報告 したが ，今 回 は 黴 胞 子 發 芽 に お け る榮瀁i
婆求の 問題 を取扱 い

，
C 源 N 源等 の 他に生長素嬰求に

つ い て 數髷の 菌を用い て 調査 し ， 更 に胞子 發芽と菌種

發 育との 榮賽要 求の 差異 に つ い て も2
， 3 の 檢討 を加

えた．

　15，生活酵母 チマ ー ゼ系の 安定化につ い て

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（績報 ）

　　 耐 熱 性 と耐ア ル コ ール 性

　　阪脚 醗 彦　　　○力口藤敬香 ，　照井堯造

　生 活酵 母 チ マ 冖ゼ 系の 活性や 碾熱性 と培 養 phase ，

窒素含有醐 窒素飢餓の 状態等 との 關係 につ い て は 2

年前 （農化大 會） よ り報告 し て い るが，今回は 醸酵力

及 び Viabilityの 再撚 性と翩 ア ル コ ”・ノレ性 につ い て認

め た　mx 的な李行性を逑ぺ ，更に 以 上 の 諸因予 の 他 に
』

榮養條 件 並 び に 菌鐙處 理 時 の 醗酵基質の 存 在等 が 兩 種

耐性 に 及 ぼ す影響 に つ い て報告 した ．

　16．雛貪性酵母の蟇質利用に關する生 理學

　　　 的研究 （第5赧 ）

　　阪大 コニ學部 醸 響 　 　O 松 申昭一，照 井堯造

　酵母の 生菌 に 基質を興 え ， 之 を 酸化 させ る場 合 ，一

般 に基質濃度→ 齔 能 曲線 に 弸 して 2 種 の 型式 を 示

す．翩ち基質を ， Michaelis恆敬 km が 1　x 　1（trSMII

よ り小 さい 第 1 群 （グ リ ゴ ース
， 酢酸等 ）と ， 1 × 10

『2

（　4ab　）
’

M ！1 よ り：たきい 第 2群 （コ ハ ク 酸，フ
1
マ ール 酸等 ） と

に 分 け 得 る． Torula 　utitis に お い て こ の 現象は特 に
』

到然 とし て お り，且 第 2 群 に 獨する最大酸化能は 第 1

群 の そ れ に匹 敵す る程大 と な り得 る の で ，
．本 菌を用 い

特 に基質透過 性 の 問 題 と關係 づ け て 研究 し た結果 夕 報

告 した．

　17．清酒醸造 とビタ ミンB 群 （釦 報）

　　清 酒酵母 の 増殖 に お け る ビ タミン 嬰求

　　姫踏コ：大應討匕，　京プごコニ｛匕　　　粛畠　　井　　三 　　良B

　　谷酒造本店 ， 京大工化 O 谷喜雄，岸部忠信

　清酒酵母壇殖 に獨す る ビ タ ミ ン の 効果 を知 る月的 で

酵母法 に よ る ビ タ ミ ン の 微生物定量 法 に 準 じて ， 糖濃

度 （5及 び20％ ），窒 素源 （硫安，カ ゼ イ ン 水解物及 び

ア ミ ノ 酸） の 各條件 に つ き檢討 した．協會 7號酵母を
』

供試菌 と し ， 接種菌數を最絡培地 1cc 中約 4，000 個 と

した 場合 ， ω ビ タ ミ ン 添加培地 （B1，B2tB6 國 ナ ィ

ァ シ ン （NA ），
ピ 才 チ ン （Bi）， イ ノ シ トール （恥 ），

パ ン トテ ン 酸 （PA ⊃， （PABA ） で は約10時間 で 相當墸

殖 が起 り速や か に 最大増殖 に 達 す る ．之 に 反 し ビ タ ミ

ン 欠如培地 で は ，
N 源が ア ミ ノ 酸又は カ ゼ イン 水解物

の 時 に は 90時間後 も繁殖 せ ず ， 硫安 で は 約40時間後 よ

り始 め て 贋殖 が 起 る．

　C2）全 ビ タ ミ ン よ り PA を除け ば ， ビ タ ミ ン 無添加 と

同様の 經過 を辿る．Inを 除けば増殖 速度が孚 減す る．

ビ タ ミ ン 欠 如 培 地 に PA を單 獨 添加 す れ ば 増 殖 が 起

るが 完全培地 に比 し速度は 小 さい ．他 の ビ タ ミ ン の 單

獨添加は 無効 で あ るが ， PA 存在時に は Bl ，
　 Bi， 叉

は Ihは 補足促進効果 を有 し ，

’
PA ＋ B ：．＋ Bi＋In で 完

全 培地 と同一の 壇殖効果 を示 す．更 に PA 量 と増殖 速

度 ，
7 驍酵母の ビ タ ミ ン 合成能等 に つ き實驗 した結果

も併せ て 報 告 し た．．

　18．清酒醸造 とビタ ミン B 群 （第2報 ）

　　瀋酒鰻造時 に 於け るB 群 ビ タ ミ ン （其の D

　　姫路〕〔大應 イ匕量　京大工 イ匕　　　幅
’
井 　　三　　良「S

　　谷 酒 造本店 ， 京大工化　 谷喜雄○岸部忠信

　前報 に お い て 7號酵母が ，PA 及 び In を要求す る

事 を述 ぺ た が ，清酒醸造 の 各過程 に お け る PA ，
　 In，

ビ ォ チ ン
，

B6 篳 の ビ タ ミ ン 類 の 濃度 を定量 した 結果

と考え合わせ て 若干の 考察 を述 ぺ t．一．

19，清酒 酵母の 研究　（第7報 ）

清 潸酵母 の 耐酒 精 性 に就 い て

辰 馬本家酒造 KK 　　井 上貞三 〇高 岡群夫
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